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冷たい雨の降る天候でしたが、あいぴあ泉南で行われた社会福祉協議会主催の災害ボラン

ティア研修会に、１３０名を超える方が会場に詰めかけ、市民の皆さんの防災に対する関心

の高さがうかがえました。講師の方は、阪神淡路大震災の被災体験からはじまった災害ボラ

ンティア活動の様子を被災者そして現場でのボランティア活動参加者ならではの切り口で、

写真とともに、その問題点や今後の課題、方向性を赤裸々に語ってくださり、会場では大き

くうなずく参加者の姿が見られました。そしてポイントとしてボランティア活動における被

災者との会話の重要性についてお話しいただきました。 （１月３１日）

傍にいる事から始まる災害ボランティア



３

広
報
せ
ん
な
ん
一
月
号
で
も
ご
紹
介
し

ま
し
た
よ
う
に
、
本
年
四
月
か
ら
障
害
者

自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
市
で
は

四
月
か
ら
の
利
用
者
負
担
額
の
減
額
・
免

除
申
請
を
現
在
受
付
け
て
い
ま
す
。

現
在
支
援
費
制
度
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
て
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
、
ま
た
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
申
請

さ
れ
る
方
は
、
サ
ー
ビ
ス
支
給
申
請
お
よ

び
負
担
額
減
額
・
免
除
等
申
請
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
利
用
者
負
担
額
減
額
・
免
除
等
申

請
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
電
話
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
九
）

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
精
神
保

健
福
祉
法
に
基
づ
く
通
院
医
療
費
公
費
負

担
制
度
は
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
支
援
医
療

費
支
給
制
度
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
受
給
を

受
け
る
す
べ
て
の
方
は
、
三
月
末
ま
で
に

新
制
度
移
行
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
必
要
書
類
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

齢
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
医
療
機
関
の
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三

〇
九
）

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

の
請
求
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
ま
た
は
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
等
の
年
金
給
付
の
受
給
権
を

有
す
る
戦
没
者
の
妻
に
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
は
三
月
三
十
一
日
貊
ま
で
。

こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ
り
権
利

が
消
滅
し
請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一

〇
・
二
七
九
）

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い

恩
給
欠
格
者
の
方
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以

外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

請
求
書
類
は
生
活
福
祉
課
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▼
資
格
要
件
な
ど
の
問
合
せ
＝
独
立
行
政

法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
へ
薔
０
１

２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
／
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.heiw

a.go.jp

笊
敬
老
祝
品
贈
呈
要
綱
を

一
部
改
正
し
ま
す

▼
対
象
者
＝
「
九
月
十
五
日
現
在
七
十

歳
、
七
十
七
歳
、
八
十
八
歳
、
九
十
九

歳
」→

「
九
月
十
五
日
現
在
七
十
七
歳
、

八
十
八
歳
、
九
十
九
歳
」

笆
軽
度
生
活
援
助
事
業
の
内
容
が

一
部
変
わ
り
ま
す

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
よ
る
家
事
援
助
と

軽
度
生
活
援
助
員
に
よ
る
除
草
・
清
掃

作
業
等
の
二
種
類
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
は
廃
止
と
な
り
、
軽
度

生
活
援
助
員
に
よ
る
除
草
・
清
掃
作
業

等
の
み
と
な
り
ま
す
。

▼
笊
笆
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
四
）

笳
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
る
食
費

（
食
材
費
と
調
理
費
相
当
分
）
の
利
用

者
負
担
に
伴
い
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
も
、
食
材
費
と
調
理
費
相
当
分
が

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

▼
利
用
者
負
担
＝
一
食
三
〇
〇
円→

一

食
四
〇
〇
円

▼
笳
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内

線
三
〇
四
）
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会

薀
祗
１
０
２
７

笘
重
度
障
害
者
等
住
宅

改
造
事
業
に
つ
い
て

住
宅
改
造
事
業
費
補
助
事
業
の
対
象

者
条
件
並
び
に
限
度
額
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

▼
補
助
対
象
者
＝
泉
南
市
内
に
住
所
を

有
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
、
二
級
所

持
の
方
も
し
く
は
体
幹
・
下
肢
機
能
障

害
三
級
所
持
の
方
が
お
ら
れ
る
世
帯

で
、
前
述
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る

世
帯
員
全
員
の
所
得
税
額
の
合
計
額
が

十
四
万
円
を
超
え
な
い
方
（
同
一
敷
地

内
で
居
住
し
て
お
り
、
住
民
票
上
、
別

世
帯
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
同
一
世
帯

と
み
な
し
税
額
を
合
算
し
ま
す
）

※
前
述
対
象
世
帯
の
う
ち
、
住
宅
改
造

を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
、
①
介
護
保
険

法
対
象
の
方
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
お
ら
れ
る
方
＝
介
護
保
険
法
住
宅
改

修
サ
ー
ビ
ス
費
に
よ
る
二
十
万
円
と
あ

わ
せ
て
五
十
万
円

②
六
十
五
歳
未
満
で
介
護
保
険
法
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
＝
五
十
万
円

③
②
の
方
の
う
ち
、
移
動
設
備
と
し
て

次
の
盧
盪
蘯
の
い
ず
れ
か
を
設
置
さ
れ

る
方
に
つ
い
て
＝
一
〇
〇
万
円

盧
車
イ
ス
用
電
動
昇
降
機
盪
階
段
昇
降

機
蘯
天
井
走
行
型
移
動
リ
フ
ト

▼
笘
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内

線
三
〇
九
）

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の

皆
様
へ

戦
没
者
等
の
妻
の
皆
様
へ

精
神
通
院
医
療
公
費
負
担

制
度
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

か
か
る
申
請
を
受
付

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

泉南市の人口（１月末現在）
人　口‥‥‥65,971人
男‥‥‥‥32,093人
女‥‥‥‥33,878人

世帯数‥‥‥24,082世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm
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平
成
十
六
年
度
の
本
市
の
老
人
医
療
費

総
額
（
老
人
保
健
制
度
に
よ
る
も
の
）
は

五
三
億
三
、
六
四
二
万
三
、
〇
〇
〇
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
約
一
・
一
％
の
増
加

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
一
人
当
た
り
の

医
療
費
は
約
九
十
一
万
円
で
対
前
年
度
比

約
四
・
一
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
依

然
高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
グ
ラ
フ
は
、
一
人
当
た
り
の
診
療

費
額
を
入
院
、
入
院
外
に
大
別
し
て
比
較

し
た
も
の
で
す
。

本
市
の
診
療
費
の
特
徴
と
し
て
、
数
年

度
の
一
人
当
た
り
の
診
療
費
（
全
体
）
と
、

入
院
外
の
診
療
費
額
が
大
阪
府
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
他
は
、
い
ず
れ
も
大
阪
府
平

均
よ
り
も
高
い
数
値
を
示
し
て
お
り
、
入

院
の
診
療
費
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
大
阪
府
は
全
国
の
中
で
も
診

療
費
額
が
突
出
し
て
高
く
、
相
対
的
に
当

市
の
診
療
費
額
が
そ
の
大
阪
府
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
当
高
い

水
準
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
の
も
と
、
泉
南
市
に
お

い
て
は
、
老
人
保
健
を
受
給
し
て
い
る
皆

様
が
受
診
し
た
際
に
、
老
人
保
健
か
ら
支

出
さ
れ
る
費
用
は
、
毎
月
四
億
円
以
上
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
老
人
保

健
財
政
も
大
変
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て

お
り
、
老
人
医
療
制
度
が
健
全
、
か
つ
今

後
も
持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
運
営
で
き

る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
方
々
も
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
考
え
、
適
正
に
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課（
内
線
二
七
九
）0 200000 400000 600000 800000 1000000

平成16年度 910,013円 
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平成14年度 864,579円 
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396,401円 
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全
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入
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入

院

外

 

泉南市 
大阪府平均 

い
ず
れ
も
平
成
十
七
年
度
を
も

っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

▼
廃
止
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
・
制
度
＝

笊
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

笆
寝
具
類
等
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
事
業

笳
高
齢
者
住
宅
改
造
事
業
費
補
助

金
制
度

※
笳
に
つ
い
て
は
▽
今
年
度
受
付

は
年
度
内
に
工
事
が
終
了
す
る
も

の
の
み
と
し
ま
す
▽
こ
の
制
度
は
、

介
護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修
で
は

あ
り
ま
せ
ん

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
四
・
三
〇
七
）



〜
パ
パ
も
一
緒
に

ニ
コ
ニ
コ
音
楽
会
〜

身
の
回
り
の
物
を
楽
器
替
わ

り
に
演
奏
す
る
バ
ン
ド
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
曲
に
あ
わ
せ
て
楽
し
ん

だ
り
、
簡
単
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽

器
作
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。
特
に
お
父
さ
ん
の
参
加
を

歓
迎
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
三
月

二
十
六
日
豸
午
後
二
時
〜
三
時

半
（
一
時
四
十
五
分
開
場
）
▼

と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
出

演
＝
「
春
待
ち
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｂ

Ａ
Ｎ
Ｄ
」
の
皆
さ
ん
▼
曲
目
＝

大
き
な
古
時
計
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク

な
ど
（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

定
員
＝
五
十
組
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
対
象
＝
小
学
校
低

学
年
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
、
対
象
以
外
の
き

ょ
う
だ
い
の
参
加
も
可
能
▼
持

ち
物
＝
レ
ジ
袋
と
櫛
（
大
人
の

数
）
▼
主
催
＝
泉
南
市
地
域
家

庭
教
育
推
進
協
議
会
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
三
月
十
四
日
貂

（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加

者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

子
ど
も
の
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
を
樽
井
公
民
館
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
係
へ

樽
井
公
民
館
サ
ン
デ
ー
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

在
日
韓
国
三
世
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
・chi

ja

（
チ
ジ
ャ
）
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
九
日
豸
午
後

二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
入
場

料
＝
無
料
（
申
込
み
不
要
）
▼

出
演
＝
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

音
楽
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
や
個
人
の
皆
さ
ん

※
出
演
者
の
詳
細
は
各
公
民
館

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
遊
び
を
と
お
し
て
、
た
く

さ
ん
の
お
友
だ
ち
と
お
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
笊
三

月
九
日
貅
笆
十
六
日
貅
時
間
は

午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
笊
樽
井
公
民
館
笆
信
達
公

民
館
▼
内
容
＝
親
子
で
工
作
を

楽
し
も
う
▼
対
象
＝
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
持
ち
物
＝
割
り
箸
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
ト
レ
ー
、

毛
糸
▼
そ
の
他
＝
本
事
業
は
三

月
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
長
ら
く
の
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

広
く
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
る
、

じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
お
部
屋
で

遊
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
三

月
二
十
四
日
貊
時
間
は
午
前
十

時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
大
会
議
室
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
遊
び
場

の
提
供
は
三
月
で
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
▼
問
合
せ
＝
樽

井
公
民
館

「
泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し

の
会
」
と
図
書
館
で
は
、
楽
し

い
お
は
な
し
の
会
を
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
三
月
二
十
五
日

貍
笊
午
前
十
時
半
〜
笆
午
前
十

一
時
〜
笳
午
後
二
時
〜
笘
午
後

三
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二

階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
笊
〇
〜

一
歳
笆
二
〜
三
歳
笳
四
歳
〜
未

就
学
児
笘
小
学
生
※
各
回
大
人

の
方
も
ど
う
ぞ
▼
内
容
＝
手
遊

び
、
わ
ら
べ
う
た
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
お
は
な
し
な
ど
笊

二
十
分
程
笆
笳
笘
三
十
分
程
度

▼
定
員
＝
笊
笆
先
着
三
十
組
程

度
笳
笘
先
着
四
十
名
程
度
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
同
会

事
務
局
薀
蕭
礇
７
４
２
６
ま
た

は
図
書
館

今
月
は
、
図
書
整
理
期
間
中

の
た
め
お
休
み
。
来
月
か
ら
は
、

〇
〜
三
歳
向
け
の
お
は
な
し
ひ

ろ
ば
も
開
始
予
定
！
詳
し
く
は

来
月
の
広
報
で
。
▼
そ
の
他
＝

▽
第
三
・
四
土
曜
日
の
午
後
二

時
半
〜
三
十
分
程
度
、
図
書
館

二
階
視
聴
覚
室
に
お
い
て
紙
芝

居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す

（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は

不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

５

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
　
樽
井
公
民

館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.sennan.

lg.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

ttarui

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト

ttarui

フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
＆
ト
ー
ク
ttarui

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ttarui

お
は
な
し
の
へ
や

に
き
て
ね

土
曜
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

今
月
は
お
休
み
で
す

〜
疑
似
体
験
でく

ら
し
の
安
全
〜

防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
九
日
貉
午

前
八
時
〜
午
後
五
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ

ー
・
梅
小
路

う
め
こ
う
じ

蒸
気
機
関
車
館
▼

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
五
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
小
・
中
学
生
一
〇
〇
円
、

大
人
四
〇
〇
円
（
入
館
料
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
三
月
二
十

日
豺
午
後
五
時
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
大
震
災
に
学
ぼ
う
参

加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
三
月
二
十
五
日
貍
午

前
九
時
半
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
遊
び
コ
ー
ナ
ー
・
講
座
体

験
な
ど
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・

中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
一
〇
〇
名
程
度
▼
参
加

費
＝
無
料
（
た
だ
し
講
座
で
参

加
費
が
必
要
な
も
の
あ
り
）
▼

申
込
み
＝
当
日
受
付
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

君
は
何
級
か
な
？
み
ん
な
で

け
ん
玉
を
楽
し
も
う
▼
と
き
＝

三
月
二
十
八
日
貂
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合

抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
三
月
二
十
二

日
貉
午
後
五
時
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
け
ん
玉
教
室
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
参
加
人
数
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥

観
察
会
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身
近

な
自
然
を
体
感
し
、
そ
の
大
切

さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
三
月
十
一
日
貍
午
前
九
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
男
里
川
周

辺
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
十
五
名
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
三
月
十
八
日

貍
午
前
十
時
四
十
五
分
〜
十
二

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
自
主
研
修
学
習

▼
講
師
＝
根
っ
こ
の
会
▼
対

象
＝
十
八
歳
以
上
の
方
で
、
子

ど
も
に
本
な
ど
を
読
み
聞
か
せ

た
い
方
▼
定
員
＝
二
十
名
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
三
月

十
八
日
貍
午
前
十
時
〜
十
時
四

十
分
笆
二
十
日
豺
午
後
三
時
四

十
五
分
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊

と
も
だ
ち
や
・
つ
る
に
ょ
う
ぼ

う
他
笆
え
ん
ぴ
つ
び
な
・
は
な

の
あ
な
の
話
他
▼
対
象
＝
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
▼
定
員
＝
二

十
名
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
三
階
教
室
▼

対
象
＝
市
内
の
小
学
生
〜
高
校

生
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ▼
職
種
＝
放
課
後
児
童
会
指
導

員
お
よ
び
青
少
年
セ
ン
タ
ー
指

導
員
補
助
員
▼
対
象
＝
六
十
歳

ま
で
の
健
康
な
方
▼
提
出
書

類
＝
履
歴
書
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

４

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

lg.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

阪
神
淡
路
大
震
災
に

学
ぼ
う

sseishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

sseishonen

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

sseishonen

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

sseishonen

け
ん
玉
教
室

sseishonen

シ
ギ
・
チ
ド
リ
の

観
察

sseishonen

三
十
周
年
だ
よ
！
青
少

年
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

sseishonen

自
習
室
を

開
放
し
ま
す

sseishonen

青
少
年
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
雇
用
登
録
を
受
付
sseishonen

広告掲載枠です。
内容については、今月号広報せんなんをご覧ください。



教
育
問
題
審
議
会
で
は
、
最

終
答
申
案
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
市
民
の
皆

様
と
語
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
八
日
貍
午
後

二
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
大
会
議
室
▼
一
時
保
育
＝
二

十
名
▽
一
歳
半
以
上
就
学
前
の

子
ど
も
で
保
険
料
三
十
円
が
必

要
▽
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
全

員
に
連
絡
▼
そ
の
他
＝
一
歳
半

未
満
の
子
ど
も
は
一
緒
に
入
場

可
▼
主
催
＝
教
育
問
題
審
議
会

▼
一
時
保
育
申
込
み
・
問
合

せ
＝
三
月
十
三
日
豺
ま
で
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

性
別
を
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
教
育
総
務

課
へ
（
内
線
二
五
四
蕭
祟
７
３

０
６
／e-m

ail:k-soum
u@
city.

sennan.lg.jp

）

親
子
で
楽
し
く
参
加
し
な
が

ら
友
だ
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。
育
児
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
▼
と
き
＝
四
月
〜
八
月

（
月
二
回
）各
々
全
十
回
笊
第
一
、

三
月
曜
日
（
リ
ト
ル
）
コ
ー

ス：

四
月
十
七
日
豺
開
始
笆
第

一
、
三
火
曜
日
（
ハ
イ
）
コ
ー

ス：

十
八
日
貂
開
始
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
九
時
半
〜
十
一

時
▼
と
こ
ろ
＝
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ

新
家
▼
対
象
＝
市
内
に
在
住
す

る
笊
平
成
十
五
年
四
月
二
日
〜

平
成
十
六
年
十
月
三
十
一
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

笆
平
成
十
二
年
四
月
二
日
〜
平

成
十
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
各
々
十
五
組
（
申
込
順
）

▼
費
用
＝
全
十
回
分
一
、
〇
〇

〇
円
（
材
料
費
・
お
や
つ
代
等
）

※
申
込
後
の
返
金
は
い
た
し
ま

せ
ん
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
三

月
二
十
二
日
貉
（
土
日
祝
日
を

除
く
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
）

ま
で
に
費
用
を
添
え
て
コ
コ
ア

ン
ジ
ュ
新
家
へ
薀
祚
０
１
９
０

泉
南
市
商
工
会
に
て
、
次
の

講
習
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
笊
三
月
二
十
七

日
豺
午
後
三
時
〜
笆
二
十
八
日

貂
午
後
三
時
〜
四
時
笳
二
十
八

日
貂
午
後
四
時
〜
四
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
二

階
会
議
室
▼
内
容
＝
笊
「
商
業

調
査
に
よ
る
総
括
と
提
言
に
つ

い
て
」
〜
地
域
商
業
を
考
え
ま

し
ょ
う
〜
大
阪
市
立
大
学
の
先

生
並
び
に
大
学
院
生
を
交
え
て

商
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

や
商
業
振
興
に
対
す
る
提
言
に

つ
い
て
の
意
見
報
告
会
と
懇
談

会
笆
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
」
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
年
金
と
雇
用
保
険
や

税
金
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
説

明
笳
「
労
働
保
険
年
度
更
新
説

明
会
に
つ
い
て
」
労
働
保
険
年

度
更
新
手
続
に
つ
い
て
説
明
▼

講
師
＝
笊
本
多
哲
夫

ほ
ん
だ
て
つ
お

さ
ん
（
大

阪
市
立
大
学
助
教
授
）
・
大
阪

市
立
大
学
大
学
院
生
笆
北
出
き
た
で

光
あ
き
ら
さ
ん
（
泉
南
市
商
工
会
事
務

局
長
・
社
会
保
険
労
務
士
）
笳

泉
南
市
商
工
会
経
営
指
導
員
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
商

工
会
薀
祟
６
３
６
５
へ

大
阪
府
で
は
、
南
部
大
阪
都

市
計
画
道
路
の
変
更
案
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。（
説
明
会
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
案
の
概
要
は
、
市
の

都
市
計
画
課
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
▼
と
き
＝
三
月
二
十

八
日
貂
午
前
十
時
〜
▼
と
こ

ろ
＝
国
民
会
館
・
住
友
生
命
ビ

ル
十
二
階
武
藤
記
念
ホ
ー
ル

（
地
下
鉄
・
京
阪
「
天
満
橋
」
下

車
）▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
三
月

十
五
日
貉
（
必
着
）
ま
で
に
公

述
希
望
者
は
、
公
述
申
出
書

（
様
式
指
定
）を
傍
聴
希
望
者
は
、

ハ
ガ
キ（
メ
ー
ル
も
可
）に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
五
四
〇
・
八
五
七
〇
（
住
所

不
要
）
大
阪
府
総
合
計
画
課
へ

薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５

１
（
内
線
３
９
６
２
／e-m

ail:

sog
ok
eik
ak
u

＠sb
ox
.p
ref.

osaka.jp

）

和
泉
砂
川
駅
周
辺
地
区
都
市

計
画
道
路
の
変
更
案
を
作
成
す

る
に
あ
た
り
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
案
の
内
容
は
、
市
の

都
市
計
画
課
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
七
日
貂
午
後
七

時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
一
階
大
会
議
室
▼
定
員
＝
二

〇
〇
名
（
先
着
順
）
▼
問
合

せ
＝
都
市
計
画
課
（
内
線
五
六

七
）

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

韓
国
料
理
教
室
を
開
催
。
▼
と

き
＝
三
月
三
十
日
貅
午
前
十
時

〜
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
講
師
＝
崔
眞
善

チ
ェ
ジ
ン
ソ
ン

さ
ん

▼
定
員
＝
二
十
名
（
申
込
順
）

▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
携
行

品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
ふ

き
ん
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電

話
で
三
月
六
日
豺
〜
十
七
日
貊

（
土
日
除
く
）
の
執
務
時
間
に
政

策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）
へ

▼
と
き
＝
三
月
十
一
日
貍
午
後

一
時
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
大

阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ

ー
こ
ん
ご
う
寮
地
下
陶
芸
作
業

室
▼
募
集
人
員
＝
二
十
名
程
度

（
申
込
順
・
中
学
生
以
上
）
▼
費

用
＝
一
人
二
、
〇
〇
〇
円
（
材

料
費
実
費
）
▼
講
師
＝
北
野
き
た
の

満ま

喜
代
き
よ

さ
ん
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
三
月
十
日
貊
（
休
日
も
受

付
し
て
い
ま
す
）
ま
で
に
電
話

で
大
阪
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ

ン
タ
ー
こ
ん
ご
う
寮
「
府
民
陶

芸
教
室
」
係
へ
薀
祗
２
８
８
２

７

市
民
と
語
る
会

パ
ー
ト
２
を
開
催

「
ア
ン
ジ
ュ
ミ
ニ
ヨ
ン
」

の
お
知
ら
せ

都
市
計
画
に
つ
い
て

の
公
聴
会

商
工
業
者
向
け

講
習
会
を
開
催

都
市
計
画
に
つ
い
て

の
説
明
会

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を

開
催
し
ま
す

砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

府
民
陶
芸
教
室

「
ひ
だ
ま
り
」
の
ス
タ
ッ
フ

が
出
前
を
し
て
遊
び
の
場
を
提

供
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
三
月

十
日
貊
笆
十
七
日
貊
時
間
は
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
笊
牧
野
公
園
（
駐
車
場
な

し
）
笆
り
ん
く
う
南
浜
二
号
緑

地
（
通
称：

カ
メ
公
園
）（
駐
車

場
あ
り
）▼
対
象
＝
就
学
前
の
子

ど
も
と
保
護
者
▼
内
容
＝
季
節

の
歌
・
手
遊
び
・
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
・
親
子
で
の
遊
び
等
▼
申
込

み
＝
不
要
▼
そ
の
他
＝
▽
雨
天

の
場
合
中
止
▽
紙
お
む
つ
は
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
▽
お
茶
、

手
拭
、
着
替
え
、
敷
物
な
ど
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

▼
と
き
＝
三
月
二
十
四
日
貊
午

後
一
時
〜
三
時
（
映
画
上
映
）

午
後
三
時
〜
三
時
半
（
消
火
訓

練
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
▼
定
員
＝
五

十
名
程
度
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
当
日
受
付
▼
主
催
＝

泉
南
市
消
防
本
部
・
泉
南
市
施

設
管
理
課
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市

消
防
本
部
薀
祕
０
１
１
９

ホ
ン
モ
ノ
の
化
石
を
触
っ
た

り
、
レ
プ
リ
カ
を
つ
く
っ
た
り
、

楽
し
く
遊
ん
で
化
石
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
三
月

二
十
五
日
貍
午
後
一
時
〜
四
時

▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
▼

対
象
＝
小
学
生
以
上
▼
定
員
＝

三
十
名
（
申
込
順
）
▼
参
加

費
＝
五
〇
〇
円
（
保
険
料
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
三
月
十
一

日
貍
午
前
九
時
半
か
ら
古
代
史

博
物
館
へ
来
館
の
う
え
申
込
み

薀
祟
６
７
８
９

▼
と
き
＝
三
月
二
十
五
日
貍
午

前
十
時
半
〜
十
二
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
上
野
芝
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
堺
市
上
野
芝
町

二
・
八
・
五
薀
０
７
２
２
礫
５

６
３
７
）
▼
集
合
＝
同
ス
ケ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
へ
午
前
十
時
十
分

集
合
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小

学
生
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

▼
定
員
＝
四
十
組
（
申
込
順
）

▼
参
加
費
＝
大
人
一
人
に
つ
き

一
、
〇
〇
〇
円
、
子
ど
も
一
人

に
つ
き
五
〇
〇
円
（
傷
害
保
険

料
含
む
）、
観
覧
料
（
滑
走
し
な

い
方
）
一
人
に
つ
き
二
〇
〇
円

▼
そ
の
他
＝
交
通
費
は
各
自
負

担
▼
指
導
員
＝
大
阪
府
ス
ケ
ー

ト
連
盟
公
認
指
導
員
▼
主
催
＝

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会
・
財
団
法
人
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
三
月
五
日
豸
〜
十
八
日
貍

の
期
間
（
月
曜
日
午
後
、
火
曜

日
除
く
）
に
市
民
体
育
館
へ
薀

祗
１
０
０
０

笊
石
窯
料
理
と
花
炭
づ
く
り

▼
と
き
＝
三
月
十
二
日
豸
午
前

十
時
半
〜
午
後
三
時
▼
と
こ

ろ
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
▼
内

容
＝
▽
本
格
石
窯
で
つ
く
る
オ

ー
ブ
ン
料
理
▽
め
ず
ら
し
い
花

炭
は
オ
ブ
ジ
ェ
＆
消
臭
に
最
適

▼
定
員
＝
五
十
名
（
申
込
順
）

▼
参
加
料
＝
二
、
〇
〇
〇
円

（
昼
食
込
み
）

笆
春
休
み
里
山
ま
る
ご
と

冒
険
キ
ャ
ン
プ

茅
葺
風
宿
舎
で
の
生
活
体
験
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
六
日
豸
〜

二
十
八
日
貂
▼
と
こ
ろ
＝
紀
泉

わ
い
わ
い
村
▼
参
加
費
＝
二
五
、

〇
〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
笊
笆
と

も
内
容
は
予
告
な
く
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
▼
笊
笆
申
込

み
・
問
合
せ
＝
〒
五
九
〇
・
〇

五
一
一
泉
南
市
信
達
葛
畑
二
〇

七
里
山
の
自
然
学
校
紀
泉
わ
い

わ
い
村
薀
祕
０
６
６
１
蕭
祕
０

６
６
２
／e-m

ail:y
m
ca-w

ai

w
aim
ura@

osakaym
ca.or.jp

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に

気
軽
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
笆
三
月
七

日
貂
笳
三
月
十
四
日
貂
笘
三
月

二
十
日
豺
笙
三
月
十
四
日
貂
・

二
十
八
日
貂
・
四
月
十
一
日

貂
・
二
十
五
日
貂
▼
と
こ
ろ
・

連
絡
先
＝
笊
信
達
保
育
所
祟
４

６
４
２
笆
樽
井
保
育
所
祗
０
０

７
４
笳
浜
保
育
所
祚
２
６
６
０

笘
鳴
滝
第
一
保
育
所
祟
４
０
４

１
笙
ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第

二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所
庭
）

祚
３
３
７
１
▼
開
放
時
間
＝
い

ず
れ
も
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内

線
二
八
一
）

６

防
災
映
画
・
消
防

訓
練
に
参
加
し
よ
う

「
化
石
で
あ
そ
ぼ
う
」

参
加
者
募
集

紀
泉
わ
い
わ
い
村

イ
ベ
ン
ト
案
内

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

親
と
子
の
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
教
室

市
立
保
育
所
で

所
庭
開
放

広告掲載枠です。
内容については、今月号広報せんなんをご覧ください。



約
二
十
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
土
・
日
曜
日
に
は

地
元
農
家
さ
ん
の
花
・
野
菜
等

の
直
売
も
開
催
予
定
。
▼
と

き
＝
四
月
一
日
貍
〜
十
六
日
豸

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
農
業
公
園
花
咲
き

フ
ァ
ー
ム
▼
入
園
料
＝
無
料
▼

摘
み
取
り
料
＝
球
根
付
二
十
本

五
〇
〇
円
▼
携
行
品
＝
長
靴
・

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
▼
そ
の
他
＝

期
間
中
は
休
園
日
は
あ
り
ま
せ

ん
（
期
間
中
以
外
は
火
・
水
曜

日
が
休
園
日
）
▼
問
合
せ
＝
農

林
水
産
課
（
内
線
五
七
六
）

▼
と
き
＝
笊
三
月
二
十
五
日
貍

笆
二
十
六
日
豸
午
前
九
時
〜
午

後
五
時
（
笆
は
午
後
四
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
内

容
＝
作
品
展
示
（
両
日
）、
お
茶

席
（
笊
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

笆
午
前
九
時
〜
正
午
・
有
料
）、

演
技
発
表
（
笆
午
後
一
時
〜
四

時
・
コ
ー
ラ
ス
・
ソ
ー
リ
ャ
・

わ
ら
べ
う
た
な
ど
）▼
問
合
せ
＝

信
達
公
民
館
薀
祟
９
２
６
４

▼
と
き
＝
三
月
二
十
六
日
豸
午

前
十
時
〜
午
後
四
時
（
演
奏
会

は
午
後
二
時
）
▼
と
こ
ろ
＝
山

田
家
住
宅
（
新
家
駅
徒
歩
五
分
、

駅
に
案
内
板
あ
り
）▼
内
容
＝
叙

情
歌
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
等
▼
入
場

料
・
申
込
み
＝
不
要
（
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
代
一
〇
〇
円
の
協
力
金

を
お
願
い
し
ま
す
）
▼
募
集
＝

山
田
家
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
た
だ
け
る
方
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
八
）

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー

ク
ル
活
動
の
成
果
発
表
や
PR
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
個
人
の
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
。
▼
と
き
＝

四
月
二
十
九
日
豢
午
前
十
一
時

〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
花
咲

き
フ
ァ
ー
ム
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
三
月
十
七
日
貊
ま
で
に
、

電
話
で
グ
ル
ー
プ
の
名
称
、
代

表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
参
加
内
容
を
地
域
振
興
課

へ
（
内
線
五
八
三
）

▼
募
集
場
所
＝
泉
南
市
樽
井
八

丁
目
十
一
番
、
前
畑
団
地
十
号

棟
▼
名
称
＝
泉
南
市
設
前
畑
団

地
店
舗
笊
第
五
号
お
よ
び
笆
第

十
六
号
▼
構
造
＝
笊
笆
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
（
店
舗：

一
階
）
▼
面
積
＝
二
十
四
・
五

六
㎡
▼
保
証
金
＝
二
十
万
円
▼

月
額
使
用
料
＝
一
五
、
〇
〇
〇

円
▼
使
用
資
格
＝
①
市
内
に
住

所
ま
た
は
営
業
所
を
有
す
る
者

②
店
舗
で
営
業
を
営
む
に
足
り

る
資
力
、
信
用
お
よ
び
技
能
を

有
す
る
者
③
保
証
人
が
二
人
あ

る
者
④
市
営
前
畑
団
地
お
よ
び

周
辺
地
域
の
生
活
利
便
を
図
る

施
設
で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
、

事
務
所
を
除
く
）
潸
現
在
店
舗

で
営
業
し
て
い
る
業
種
と
異
な

る
業
種
で
あ
る
こ
と
※
①
〜
潸

す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方

▼
申
込
用
紙
の
配
布
＝
三
月
六

日
豺
〜
二
十
四
日
貊
▼
注
意
事

項
＝
▽
申
込
者
が
多
数
の
場
合

は
、
書
類
審
査
の
上
、
抽
選
で

決
定
▽
店
舗
は
現
状
渡
し
で
、

改
装
費
用
は
使
用
者
負
担
▽
契

約
時
に
は
、
請
書
、
代
表
者
身

元
証
明
書
ま
た
は
法
人
登
記
簿

謄
本
、
印
鑑
証
明
書
、
納
税
証

明
書
等
の
提
出
が
必
要
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
三
月
十
三
日
豺

〜
二
十
四
日
貊
の
期
間
に
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
施

設
管
理
課
へ
（
内
線
五
八
一
・

五
八
二
）

▼
職
種
＝
一
般
事
務
▼
雇
用
期

間
＝
随
時
（
最
長
雇
用
期
間
六

か
月
間
）
▼
雇
用
条
件
＝
時
給

七
七
〇
円
、
月
〜
金
曜
日
の
午

前
九
時
〜
午
後
四
時
（
勤
務
場

所
に
よ
り
勤
務
時
間
お
よ
び
勤

務
曜
日
は
変
わ
り
ま
す
）、
二
か

月
を
超
え
る
雇
用
の
場
合
は
厚

生
年
金
保
険
・
健
康
保
険
に
加

入
▼
登
録
資
格
＝
▽
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方
（
ワ

ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
等
）
▽
雇
用

す
る
際
の
年
齢
は
六
十
歳
を
限

度
と
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
泉
南
市
臨
時
職
員
登
録
申

請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:

//w
w
w
.city

.sen
n
an
.osak

a.

jp
/

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
人

事
課
に
本
人
が
直
接
持
参
く
だ

さ
い
（
内
線
二
〇
七
）

▼
職
種
＝
選
挙
準
備
事
務
（
台

帳
整
理
、
期
日
前
投
票
の
受
付

等
）
▼
登
録
期
間
＝
受
付
日
〜

二
年
（
登
録
期
間
終
了
後
は
再

登
録
し
て
く
だ
さ
い
）
▼
雇
用

期
間
＝
選
挙
投
票
日
前
約
一
か

月
（
多
少
前
後
す
る
場
合
有
り
）

▼
雇
用
条
件
＝
時
給
七
七
〇
円

（
午
後
五
時
以
降
お
よ
び
休
日
は

時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
）、
休

日
も
勤
務
可
能
な
方
で
午
前
九

時
〜
午
後
四
時
（
た
だ
し
、
期

日
前
投
票
期
間
中
は
午
前
八
時

半
〜
午
後
九
時
）
▼
登
録
資

格
＝
雇
用
す
る
際
の
年
齢
は
六

十
歳
を
限
度
と
し
ま
す
▼
そ
の

他
＝
選
挙
執
行
時
に
随
時
採
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

登
録
後
す
ぐ
採
用
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
泉
南
市
臨
時
職
員
登
録
申

請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:

//w
w
w
.city.sennan.osaka.jp

/

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
人
事

課
に
本
人
が
直
接
持
参
く
だ
さ

い
（
内
線
二
〇
七
）

９

花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
・
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
摘
み
取
り
園

信
達
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

第
八
回
Ａ
Ｂ
Ｃ
ま
つ
り

参
加
団
体
募
集

新
家
山
田
家
住
宅
一
般
公

開
＆
琴
・
尺
八
演
奏
会

泉
南
市
設
前
畑
団
地

店
舗
使
用
者
を
募
集

臨
時
職
員
の
登
録
を

募
集
し
ま
す

臨
時
職
員（
選
挙
事
務
）

の
登
録
を
受
付

▼
と
き
＝
四
月
十
日
豺
（
雨
天

の
場
合
は
十
七
日
豺
）
▼
集

合
＝
午
前
九
時
南
海
本
線
・
孝

子
駅
▼
解
散
＝
午
後
三
時
南
海

加
太
線
・
八
幡
前
（
予
定
）
▼

コ
ー
ス
＝
孝
子
駅
〜
孝
子
の
森

〜
風
力
発
電
機
〜
甲
山

か
ぶ
と
や
ま

頂
上
〜

木
本
八
幡
宮

き
の
も
と
は
ち
ま
ん
ぐ
う

〜
八
幡
前
駅

は
ち
ま
ん
ま
え
え
き

▼
対

象
＝
市
内
在
住
の
六
十
歳
以
上

で
完
歩
可
能
な
方
（
十
三
㌔
・

一
般
向
き
）
▼
定
員
＝
三
十
人

（
申
込
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料

（
交
通
費
は
各
自
負
担
）
▼
そ
の

他
＝
▽
昼
食
、
水
筒
は
各
自
用

意
▽
靴
は
ハ
イ
キ
ン
グ
用
の
も

の
で
参
加
く
だ
さ
い
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
三
月
十
三
日
豺

か
ら
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
内
、
土
日
祝
日

は
除
く
）
へ
印
鑑
を
持
参
の
う

え
直
接
申
込
み
薀
祗
１
０
２
７

音
楽
を
通
し
て
人
と
人
の
ふ

れ
あ
い
や
心
の
ケ
ア
を
図
り
ま

し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
三
月
二
十

九
日
貉
午
後
二
時
〜
三
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階

研
修
室
▼
内
容
＝
音
楽
療
法
っ

て
何
？
▼
講
師
＝
大
塚
尚
子

お
お
つ
か
ひ
さ
こ

さ

ん
（
音
楽
療
法
士
）▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
社

会
福
祉
協
議
会
薀
祗
１
０
２
７

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ

て
、
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝

三
月
二
十
一
日
豢
午
前
十
時
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
市
民
体

育
館
▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在

勤
で
十
八
歳
以
上
の
方
▼
定

員
＝
五
十
名
（
申
込
順
）
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
内
容
＝
講
義
・

実
習
▼
持
参
品
＝
筆
記
用
具
、

タ
オ
ル
、
上
靴
▼
そ
の
他
＝
▽

講
習
会
を
修
了
さ
れ
た
方
に

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
使
用
許
可

証
」
を
発
行
し
ま
す
。（
許
可
証

が
な
け
れ
ば
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

（
有
料
）の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
）

▽
許
可
証
の
期
限
切
れ
に
は
ご

注
意
を
！
（
六
ヶ
月
以
上
経
過

す
る
と
更
新
で
き
な
く
な
り
ま

す
。）
▼
申
込
期
間
＝
三
月
十
一

日
貍
〜
十
八
日
貍
の
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
（
月
曜
の
午
後
・

火
曜
日
は
休
館
）
▼
申
込
方

法
＝
体
育
館
備
え
付
け
用
紙
に
、

写
真
一
枚
（
三
詢
×
二
・
五
詢
）

を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ
＝
市
民
体
育
館
薀
祗
１

０
０
０

楽
し
い
音
楽
体
操
や
簡
単
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
に
よ
る
「
ジ
ャ
ザ

サ
イ
ズ
（
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
＋
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
）」
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
三
月
十
七
日
貊
午
後

一
時
半
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
者
＝
市
内

在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
所
持
者
ま
た
は
そ
れ
に

準
ず
る
方
▼
携
行
品
＝
タ
オ

ル
・
お
茶
・
体
操
の
で
き
る
服

装
▼
定
員
＝
三
十
名
▼
費
用
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
三

月
十
五
日
貉
ま
で
に
あ
い
ぴ
あ

泉
南
へ
薀
祕
０
７
０
７

▼
と
き
＝
五
月
二
十
一
日
豸
、

二
十
七
日
貍
、
二
十
八
日
豸
、

六
月
四
日
豸
の
四
日
間
▼
と
こ

ろ
＝
万
博
記
念
競
技
場
他
▼
対

象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
身
体
障

害
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳
所

持
者
で
平
成
十
八
年
四
月
一
日

現
在
、
満
十
三
歳
以
上
の
方
▼

競
技
種
目
＝
陸
上
競
技
、
水
泳
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
障
害
者

の
み
）、
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
知
的
障

害
者
の
み
）
※
障
害
に
よ
り
、

種
目
が
限
定
さ
れ
る
場
合
有
り

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
三
月
十

五
日
貉
ま
で
に
直
接
、
高
齢
障

害
福
祉
課
へ
（
内
線
三
〇
九
）

地
域
仕
事
づ
く
り
フ
ェ
ア
は
、

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
障
害
者
作
業

所
な
ど
地
域
活
動
団
体
と
が
出

会
い
共
同
事
業
や
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
で
仕
事
を
創
造
す
る
大

阪
発
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
三
日
貅
午

前
十
時
〜
午
後
五
時
（
記
念
講

演：

午
後
三
時
開
催
）
▼
と
こ

ろ
＝
テ
ク
ス
ピ
ア
泉
大
津
（
泉

大
津
市
旭
町
二
二
・
四
五
）
▼

内
容
＝
地
域
活
動
団
体
の
PR
、

手
づ
く
り
品
の
展
示
・
即
売
▼

講
演
＝
「
地
域
の
社
会
起
業
／

企
業
に
で
き
る
こ
と
」
〜
障
害

者
「
月
給
一
万
円
」
の
状
態
か

ら
脱
皮
す
る
た
め
に
〜
海
津
歩

か
い
つ
あ
ゆ
む

さ
ん
（
譁
ス
ワ
ン
社
長
）
▼
主

催
＝
大
阪
府
・
大
阪
市
・
阪
南

自
治
体
労
働
行
政
協
議
会
・
譖

お
お
さ
か
人
材
雇
用
開
発
人
権

セ
ン
タ
ー
▼
問
合
せ
＝
地
域
振

興
課
（
内
線
五
八
三
）

泉
南
市
文
化
協
会
お
よ
び
泉

南
美
術
協
会
で
は
、
泉
南
美
術

協
会
展
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
三
月
二
十
九
日
貉
〜
四
月

二
日
豸
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
最
終
日
は
午
後
三
時
ま
で
）
▼

と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
募
集
作

品
＝
洋
画
（
油
彩
画
、
水
彩
画
、

パ
ス
テ
ル
画
、
ア
ク
リ
ル
画
）、

日
本
画
の
平
面
作
品
で
六
号
〜

五
十
号
ま
で
の
額
装
（
壁
面
展

示
の
可
能
な
も
の
）
▼
応
募
資

格
＝
十
五
歳
以
上
の
方
で
一
人

に
つ
き
二
点
以
内
（
自
作
・
未

発
表
の
も
の
）
▼
出
品
料
＝
一

点
に
つ
き
三
、
〇
〇
〇
円
（
各

賞
用
意
）
▼
そ
の
他
＝
出
品
記

念
品
を
進
呈
▼
搬
入
日
＝
三
月

二
十
八
日
貂
午
後
一
時
に
直
接

（
搬
入
不
可
の
方
は
前
日
ま
で
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
が
み
ま
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
）
▼
申
込
み
＝
三

月
十
五
日
貉
（
日
祝
日
を
除
く

午
後
一
時
〜
五
時
）
ま
で
に
ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
が
み
へ
薀
祕
１
１

１
１
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
四
七
）

８

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
の
ご
案
内

大
阪
府
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
参
加
者
募
集

音
楽
療
法

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

障
害
者
（
児
）
の
た
め

の
ジ
ャ
ザ
サ
イ
ズ

第
三
十
回
泉
南

美
術
協
会
展
を
開
催

地
域
仕
事
づ
く
り

フ
ェ
ア
ー



泉
南
市
立
小
・
中
学
校
に
通
学
し
て

い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
就

学
援
助
費
を
申
請
さ
れ
、
受
給
認
定
さ

れ
た
方
の
後
期
分
の
支
給
日
は
三
月
十

三
日
豺
で
、
申
請
者
指
定
の
金
融
機
関

へ
振
込
に
て
支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
教
育
委
員
会
学
務
課
（
内

線
二
九
七
）

11

毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

3月2日,9日,23日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室２ 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 

市役所 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 
国保年金課 
薀83-0001 
（内線259） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

確定申告の申告時期のため 
今月はお休みします。 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111 毎月１０日（土日 

祝日は翌執務日） 
午後５時４５分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

関西国際空港情報：№70

～世界に一番近い旅の博覧会～
「関空旅博

かんくうたびはく

」開催決定！
関空に、旅の魅力が大集合！旅に関す

る数々のブースをはじめ、スペシャルゲ

ストによるトークショーや世界のエンタ

ーテイメントステージなど、旅をテーマ

にした楽しいイベントが満載です。クイ

ズラリーに参加すれば海外航空券ＧＥＴ

のチャンスも。“世界に一番近い軻関空

から、旅の魅力をお伝えします！

▼とき＝３月２５日貍・２６日豸

午前１０時～午後５時

▼ところ＝関西国際空港　南北駅イベン

ト広場など

▼問合せ＝関西国際空港譁「関空旅博」

事務局薀碚２１１３

関空オリジナルスイーツ
「Ｋａｎ空

かんくう

」登場！
関西の有名パティシエ９人と関空との

夢の企画が実現しました。９つのブラン

ドのお菓子を一度に味わえる、関空限定

販売の贅沢なスイーツです。ぜひお試し

ください。

▼価格＝

▽パティシエ９人セット＝２，１００円

（税込み）

▽パティシエ５人セット＝１，２６０円

（税込み）

▼販売場所＝旅客ターミナルビル３階南

「スウィーツ＆ギフト　アプローズ」

薀碚２３０４

児
童
生
徒
就
学
援
助
費

後
期
分
の
支
給
に
つ
い
て

▼
投
票
日
＝
四
月
三
十
日
豸

▼
投
票
時
間
＝
午
前
七
時
〜
午
後
八
時

ま
で

▼
投
票
の
で
き
る
方
＝
▽
昭
和
六
十
一

年
五
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

▽
平
成
十
八
年
一
月
二
十
二
日
ま
で
に

転
入
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き
泉
南
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
（
た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
市
外
に

転
出
さ
れ
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
）

▼
立
候
補
の
届
出
＝
市
役
所
二
階
大
会

議
室
（
受
付
は
市
役
所
一
階
正
面
玄
関
）

で
四
月
二
十
三
日
豸
午
前
八
時
半
〜
午

後
五
時
（
必
ず
届

出
書
類
に
押
し

た
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ

い
）

▼
立
候
補

届
出
書
類
の

事
前
審
査
＝

立
候
補
予
定
者

は
、
立
候
補
届
出
に
必
要
な
届
出
書
類

の
事
前
審
査
を
四
月
十
二
日
貉
ま
で
行

い
ま
す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
期
日
前
投
票
＝
投
票
日
当
日
に
仕
事

や
旅
行
等
の
理
由
に
よ
り
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、
市
役
所
に
お
い

て
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
（
入
場
整

理
券
が
届
い
て
い
る
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
）

▼
期
日
前
投
票
の
期
間
（
祝
日
を
含

む
）
＝
市
役
所
別
館
一
階
会
議
室
で
四

月
二
十
四
日
豺
〜
二
十
九
日
貍
の
午
前

八
時
半
〜
午
後
八
時

▼
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票
＝
長
期
出

張
な
ど
で
、
泉
南
市
に
住
所
を
お
い
た

ま
ま
遠
方
で
滞
在
し
て
い
る
方
な
ど
は
、

泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
投
票
用

紙
の
交
付
を
受
け
、
最
寄
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
投
票
を
す
る
滞
在
地
で
の
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す

▼
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票
＝
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
ま

た
は
入
所
し
て
い
る
方
で
、
投
票
日
当

日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
そ
の

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
が
不
在
者
投

票
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
こ

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院

ま
た
は
施
設
の
事
務
所
な
ど
に
、
投
票

し
た
い
旨
の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
＝
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
て
、
身
体
に
重
度
の
障

害
の
あ
る
方
は
、
郵
便
投
票
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
（
あ
ら
か
じ
め

申
請
し
て
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

▼
手
話
通
訳
者
の
派
遣
＝
視
覚
障
害
者

の
方
に
は
、
投
票
日
当
日
に
手
話
通
訳

者
を
市
役
所
に
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
と
す
る
方
は
、
事
前
（
当
日
も
可
）

に
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
申
し

出
（
予
約
）
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
そ
の

投
票
所
（
予
約
の
時
間
帯
）
に
派
遣
し

ま
す

▼
点
字
で
作
成
し
た
候
補
者
名
簿
＝
泉

南
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市
内
の

視
覚
障
害
者
の
方
々
に
対
し
、
点
字
に

よ
る
候
補
者
名
簿
（
候
補
者
の
氏
名
お

よ
び
党
派
）
を
郵
送
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
（
ご
希
望
の
方
は
電
話
で
泉
南

市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
申
込
み
く
だ

さ
い
）

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
内
線
二
六
〇
）

満
二
十
歳
に
な
っ
た
人
は
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
場
合

を
除
い
て
、
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入

し
て
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

二
十
歳
を
迎
え
る
人
に
は
、
誕
生
月

前
に
貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
加
入

の
案
内
が
届
き
ま
す
。
該
当
す
る
人
は

市
役
所
の
国
民
年
金
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
貝
塚
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
年
金
手
帳
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
基
礎

年
金
番
号
で
公
的
年
金
の
す
べ
て
の
加

入
記
録
を
管
理
し
ま
す
。
手
帳
の
交
付

は
一
人
一
冊
で
、
将
来
就
職
し
て
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
す
る
と
き
や
年
金
請

求
の
と
き
に
も
、
そ
の
手
帳
が
必
要
で

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
十
七
年
度
分
の
保
険
料
＝
月
額

一
三
、
五
八
〇
円

▼
平
成
十
八
年
度
分
の
保
険
料
＝
月
額

一
三
、
八
六
〇
円

（
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
）

※
納
付
が
困
難
な
人
に
は
保
険
料
の
免

除
、
学
生
に
は
学
生
納
付
特
例
、
三
十

歳
未
満
の
人
に
は
若
年
者
納
付
猶
予
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
二
十
歳
に
な
っ
た
人

が
「
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

に
扶
養
さ
れ
る
妻
（
夫
）」
の
場
合
、
事

業
所
に
届
け
出
る
こ
と
で
、
国
民
年
金

第
三
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
保
険
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五

五
）
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四
月
三
十
日
は
泉
南
市
長

選
挙
の
投
票
日
で
す

二
十
歳
が
ス
タ
ー
ト

国
民
年
金

せ
ん
き
ょ 



三
月
二
十
一
日
（
火
曜
日
）
の
休
日
に

伴
い
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変
更

し
ま
す
。

※
休
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集

日
を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程

カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
必
ず
確
認
し
て
、
収
集

日
当
日
の
午
前
八
時
半
ま
で
に
、
決
め
ら

れ
た
集
積
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

最
近
、大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て
、

「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
で

お
金
を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条

①
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送

ら
れ
て
く
る
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と

の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
・
携
帯
メ
ー
ル
等

に
注
意
（
低
金
利
で
高
額
貸
付
と
い
っ
た

広
告
に
は
注
意
が
必
要
で
す
）

②
融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口
実
で
お

金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
手
口
に
注

意
（
保
証
料
、
保
険
料
な
ど
の
名
目
で
必

ず
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
）

③
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
問
合
せ

▼
問
合
せ
＝
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
薀
〇

三
・
五
三
二
〇
・
四
七
七
五
（
利
用
時
間

は
平
日
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜

四
時
半
。
そ
れ
以
外
は
留
守
番
電
話
の

「
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
」
と
な
り
ま
す
）

大
阪
労
働
局
で
は
、
労
働
問
題
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
分
野
（
解
雇
・
労
働
条
件
・

配
置
転
換
・
昇
進
昇
格
・
募
集
・
採
用
・

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
）
の
相
談
を
無
料
通
話
の

「
労
働
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
事
業
主

の
方
も
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
労
働
な
ん
で
も

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
通
話
料
無
料
）
＝

０
１
２
０
・
９
３

９
・
０
０
９

▼
開
設
時
間
＝
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
平
日
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
注
意
＝
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
等
移
動
体

電
話
や
大
阪
府
外
か
ら
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
年
金

支
給
開
始
年
齢
の
段
階
的
引
上
げ
に
あ
わ

せ
て
、
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
。

▼
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
＝

①
定
年
の
引
上
げ

②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

③
定
年
の
定
め
の
廃
止

こ
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
義
務

化
年
齢
は
、
男
性
の
年
金
（
定
額
部
分
）

の
支
給
開
始
年
齢
の
引
上
げ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
あ
わ
せ
、
男

女
同
一
に
平
成
二

十
五
年
四
月
一
日

ま
で
に
段
階
的
に

引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪

労
働
局
薀
〇
六
・

四
七
九
〇
・
六
三

一
一
ま
た
は
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
公
共
職
業
安

定
所
）
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　 　 　 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯
琥 筍 笋 琺 瑕 琿 瑟
瑙 筧 筰 筱 瑰 瑣 瑪
瑶 箟 箍 璞 璧 瓊 珈
玳 笳 笘 珀 珥 珮 珞

3月1日～4月8日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙繞瑜筱筬瑣瑪
瑶繻箍璞璧瓊珈
玳縱笘珀珥珮珞

　　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙繞筰筱瑰瑣瑪
瑶繻箍璞璧瓊珈
玳縱笘珀珥珮珞

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

3月1日～4月８日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時半但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

3月1日～4月８日・薀祟４３６１ 

六
十
五
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
　

の
雇
用
確
保
が
義
務
づ
け

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ

労
働
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

三
月
二
十
一
日
貂 

三
月
二
十
二
日
貉 

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て

ほ
し
い
と
思
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
を
預
か

っ
て
ほ
し
い
会
員
、
預
か
れ

る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
出
張
登
録
＝
三
月
二
十
四

日
貊

ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ロ
ン
（
泉
南
市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
）

午
後
一
時
半
〜
三
時
（
申
込

み
は
不
要
）

笊
利
用
会
員
＝
三
か
月
〜
お

お
む
ね
十
二
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
い
る
方
。「
今
す
ぐ
利
用

す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

笆
協
力
会
員
＝
子
ど
も
が
好
き
で
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

年
齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
▽
活
動
の
前
に
研
修
の
受
講
が
必
要
で

す
▽
保
育
施
設
等
へ
の
送
迎
の
み
、昼
間
、

日
曜
日
な
ど
、
都
合
に
あ
わ
せ
て
活
動
で

き
ま
す
）

笳
両
方
会
員
＝
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を

兼
ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
利
用
料
＝
七
〇
〇
円
〜
（
一
時
間
）

※
援
助
活
動
中
の
事
故
に
備
え
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補
償
保
険

に
加
入
し
、
会
員
が
安
心
し
て
活
動
を
行

え
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。（
保
険
料
は

泉
南
市
が
負
担
）

※
登
録
料
・
年
会
費
は
無
料
で
、
登
録
は

随
時
セ
ン
タ
ー
（
一
丘
幼
稚
園
内
）
に
て

受
付
け
て
い
ま
す

▼
会
員
登
録
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と

み
る
く
」（
一
丘
幼
稚
園
内
）
薀
祟
９
６

６
５三

月
一
日
貉
〜
十
四
日
貂
ま
で
蔵
書
点

検
の
た
め
図
書
館
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

自
動
車
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、

下
記
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
二
回
ず
つ
巡

回
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
本
を
借
り
ら

れ
る
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
ひ
と
り
八
冊
ま
で

本
を
借
り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
気
象

条
件
等
に
よ
り
巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
三
月
前
半
の
巡
回
は
蔵
書
点
検
の
た
め

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

広
報
せ
ん
な
ん
二
月
号
十
五
ペ
ー
ジ
記

載
の
「
粗
大
ご
み
の
収
集
変
更
の
お
知
ら

せ
」
の
な
か
で
、「
▼
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
＝
別
の
入
れ
物
（
袋
）

に
入
れ
て
た
ま
っ
て
か
ら
申
込
み
く
だ
さ

い
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年
四

月
か
ら
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
お
よ
び
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
は
、
週
一
回

の
可
燃
ご
み
（
木
曜
日
・
金
曜
日
）
で
収

集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫

び
と
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
粗
大
ご
み
申
込
み
受
付
開
始
＝
三
月
三

十
日
貅
か
ら
受
付
※
詳
細
は
「
ご
み
の
分

別
と
正
し
い
出
し
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

3月1日～4月８日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑮  
⑮  
⑯  
澑  
濂  
濂  

澤  
澤  
澹  
澹  
濆  
濆  

３月 ４月 ４月 ３月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　笊笆笳笘
笙笞笵笨笶筐筺
笄筍笋琺瑕琿瑟
瑙筧筰瑩瑰瑣瑪
瑶箟璋璞璧箋珈
玳笳玻珀珥珮珞

巡
回
は
お
休
み
で
す 

巡
回
は
お
休
み
で
す 

巡
回
予
定
は
、
広
報
せ
ん
な
ん 

４
月
号
に
掲
載
し
ま
す 

巡
回
予
定
は
、
広
報
せ
ん
な
ん 

４
月
号
に
掲
載
し
ま
す 

蔵
書
点
検
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

医院 

ＪＡ 

新家交差点 

至和歌山 至天王寺 

スーパー 

ＪＲ阪和線 
新家駅 

一丘小学校 

病院 

コンビニ 

一丘幼稚園内 

泉南市ファミリー・ 
サポート・センター 

一
丘
団
地 



ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や
潤

い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
街
づ
く
り
と
い
っ

た
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
大
阪
府
自
然

環
境
保
全
条
例
が
改
正
さ
れ
、
市
民
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
が
建
物
を
建
て
る
と
き

に
、
基
準
に
従
っ
た
緑
化
を
進
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
内
容
と
し
た
「
建
築
物
の
敷

地
等
に
お
け
る
緑
化
を
促
進
す
る
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

▼
施
行
日
＝
四
月
一
日
貍

▼
対
象
建
築
物
＝
敷
地
面
積
一
、
〇
〇
〇

裃
以
上
の
建
築
物
の
新
築
・
改
築
ま
た
は

増
築
（
た
だ
し
、
増
築
に
つ
い
て
は
、
増

築
後
の
建
築
床
面
積
が
増
築
前
の
一
・
二

倍
を
超
え
な
い
も
の
は
除
き
ま
す
）

▼
届
出
内
容
＝
建
築
物
の
敷
地
に
お
け
る

植
栽
の
内
容
や
維
持
管
理
の
方
法
な
ど
を

記
載
し
た
緑
化
計
画
書
お
よ
び
緑
化
完
了

書

▼
緑
化
基
準
＝
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.osak

a.jp
/m
id
ori/s

hizenjourei/

▼
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
・
施
設
管
理
課

（
内
線
五
六
九
・
五
八
二
）

地
震
等
の
大
規
模
災
害
時
に
迅
速
な
被

災
者
の
応
急
救
護
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

こ
の
た
び
、
泉
南
市
、
泉
南
市
商
工
会
お

よ
び
泉
南
市
商
工
会
会
員
（
十
七
店
）
と

の
三
者
で
防
災
活
動
協
力
協
定
を
締
結

し
、
店
舗
に
「
防
災
協
力
店
」
の
標
識
を

掲
示
し
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
協
定
で
は
、可
能
な
範
囲
で
食
料
、

飲
料
、
生
活
必
需
品
等
の
在
庫
を
確
保

（
販
売
は
有
料
）
す
る
こ
と
や
被
災
者
に

対
し
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
で
知
り
得
た

災
害
情
報
、
水
道
水
等
を
提
供
す
る
こ
と

な
ど
の
協
力
を
防
災
協
力
店
に
お
願
い
し

ま
す
。

市
内
各
地
区
で
地
元
に
密
着
し
た
商
工

会
会
員
店
の
皆
さ
ん
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と

は
、
災
害
時
に
市
民
の
大
き
な
支
援
と
な

り
、
今
後
ま
す
ま
す
市
内
各
所
で
「
防
災

活
動
協
力
の
輪
」
が
ひ
ろ
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課（
内
線
二
八
七
）

15

建
築
物
敷
地
の
緑
化
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

災
害
時
に
お
け
る
防
災
活
動

協
力
に
関
す
る
協
定
書
締
結

10

９ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

11

12

13

14

15

16

17

㈲土生商店 新家２９６５－１ 

番号 名　称　等 所　　在　　地 

フードショップ かたぎ 信達市場２１７３－１ 

譁畚寅 信達牧野１０９４－１ 

川端秋商店 鳴滝２－２－６ 

新関西食品産業㈲ 樽井２－３－９ 

八百甚商店 樽井５－２９－９ 
食料品 

取扱品目 

やまもと商店 樽井５－３１－１ 

ラリーズ泉南 樽井６－３－３ 

金田商店 男里４－４－１９ 
イオンりんくう泉南 
ショッピングセンター りんくう南浜３－１２ 

奥田商店譁 新家２９２４－１ 
酒・食品 

㈲オクムラ 樽井５－１６－１１ 

永井商店 樽井６－２６－１ 食料品・酒 

宮前米穀店 樽井５－１８－３０ 米・酒 

喜野米穀店 樽井４－２１－２ 米・クリーニング 

譁わた新 樽井５－２８－３４ 寝具 

譁辻源商店 岡田３－２１－３ 日用雑貨・ガソリン 

※
取
扱
品
目
は
泉
南
市
商
工
会
へ
の
届
出
に
基
づ
く 
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【
市
場
長
慶
寺
砂
川
線
と

砂
川
樫
井
線
の
一
部
】

JR
跨
線
橋

こ
せ
ん
き
ょ
う

「
尋
春
橋

じ
ん
し
ゅ
ん
ば
し

」
の
架
替
え
工

事
に
お
い
て
、
長
ら
く
の
間
、
通
行
止

め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様

方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
。

JR
跨
線
橋
架
替
え
工
事
と
市
場
長
慶

寺
砂
川
線
・
砂
川
樫
井
線
の
道
路
整
備

工
事
の
完
成
に
よ
り
、
府
道
大
阪
和
泉

泉
南
線
（
砂
川
北
交
差
点
）
か
ら
国
道

二
十
六
号
線
（
市
場
北
二
番
交
差
点
）

へ
と
抜
け
る
ア
ク
セ
ス
道
路
が
整
備
さ

れ
ま
す
。

今
回
の
暫
定
供
用
開
始
に
よ
り
、
JR

新
家
駅
周
辺
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
と
な

り
、
市
民
生
活
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
施
設
整
備
課
（
内
線
五
五

八
）

四
月
一
日
貍
正
午
か
ら

暫
定
供
用
開
始

（№６２） 

「心豊かな子の育成をめざして」　新家小学校 
新家小学校は、市の南東部の山あいに位置し、全校

児童３７１名で全学年２学級の小さくまとまった学校

です。近年校区内に大規模住宅開発が進み、かつての

児童減少傾向が止まり、今は児童数が増えています。

①学習活動

算数科では、基礎・基本を確実に身につけるため、

少人数指導担当の先生を中心に、教師が複数で授業に

入り込むティームティーチング、学級２分割、学年３

分割等、児童の学力実態や単元の内容に応じた指導を

工夫して行っています。

②特色ある活動

同学年や学級にかたまることなく、全校児童同士が

なかよくお互いを認め合えるように様々な活動を行っ

ています。毎朝、同じ地区内で班をつくっての集団登

校、６年生が中心になって地区ごとに昼休みに遊ぶ

「地区タイム」、全学年が縦割りのグループになってす

る「なかよし清掃」などです。

③地域との連携

新家地区福祉委員会のみなさんなど地域の方々のご

尽力で、地域のお年寄りの方々を学校に招いて、毎年

１・２年生のための昔遊び（水鉄砲・お手玉など１３

種類）やゲートボール大会、新家東小学校と合同のし

め縄作り（地域の方々の熱心な指導のかいあって、ど

れも初めてつくったとは思えないできばえの物でし

た）を楽しく行っています。

新家小学校

では、学習は

もちろんのこ

と、様々な取

り組み・行事

を通して、心

豊かに成長す

るよう願って

います。

尋春橋 

砂川北 整備箇所 
整備予定箇所 

至天王寺 

至和
歌山
 

市場稲荷 
市場北２番 

大苗代老人集会所 

一丘団地 
一丘 
中学校 

● 

● 

● 26 市場区民 
センター 

広告掲載枠です。
内容については、今月号広報せんなんをご覧ください。



税
係

▼
閲
覧
の
で
き
る
方
＝
▽
所
有
者
本
人
お

よ
び
同
居
親
族
の
方

▽
借
地
・
借
家
人
の
方
（
確
認
の
た
め
賃

貸
借
契
約
書
等
の
書
類
が
必
要
で
す
）

▼
そ
の
他
＝
印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す

▼
笊
笆
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
二

九
・
二
三
九
・
三
一
六
）

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
固
定
資
産

の
価
格
（
評
価
額
）
に
不
服
が
あ
る
場
合

に
泉
南
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に

対
し
て
審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
泉
南
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
は
、
住
民
や
学
識
経
験
者
の
中
か
ら

選
任
さ
れ
た
委
員
に
よ
り
公
正
中
立
的
な

立
場
で
審
査
決
定
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
＝
泉
南
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事

項
＝
泉
南
市
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
等
に

登
録
さ
れ
た
価
格
（
評
価
額
）
に
つ
い
て

▼
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期

間
＝
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
価
格
等
を
登

録
し
た
旨
の
告
示
を
し
た
日
（
本
年
度
に

つ
い
て
は
四
月
三
日
豺
）
か
ら
納
税
通
知

書
を
受
け
た
日
後
六
十
日
以
内

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
六
）

市
・
府
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資

産
税
（
償
却
資
産
を
含
む
）
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
を
お
申
込
み
に

な
り
ま
す
と
、
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
振
り
替
え
て
お
納
め
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
度
お
申
込
み
い
た
だ
く
と
、
翌
年
以

降
も
継
続
し
て
納
税
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
安
心
で
便
利
な
口
座
振
替
（
自

動
払
込
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
と
っ
て
も
簡
単
で
す
！

お
取
引
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
（
納
付

書
に
記
載
を
参
照
）、
郵
便
局
の
窓
口
に

あ
る
※
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
い
た
だ
き
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
み
用
紙
は
、
泉
南
市
内

の
市
税
取
扱
い
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
市

役
所
納
税
課
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝

①
通
帳
の
お
届
け
印

②
納
税
通
知
書

③
市
税
口
座
振
替
申
込
書

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
五
・
二

三
六
）

▼
口
座
振
替
済
通
知
書
の
送
付
方
法
を
変

更
し
ま
す
＝
市
税
【
市
・
府
民
税
（
普
通

徴
収
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
分
）、
軽
自
動

車
税
】
の
納
付
に
つ
い
て
、
口
座
振
替

（
自
動
払
込
）
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
納
税
義
務
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
口
座

振
替
ご
と
に
口
座
振
替
済
通
知
書
（
ハ
ガ

キ
形
式
）
を
送
付
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
十
八
年
度

分
か
ら
封
書
に

よ
る
一
覧
表
形

式
の
口
座
振
替

済
通
知
書
に
変

更
し
ま
す
。
ま

た
、
発
行
お
よ

び
送
付
回
数
に

つ
い
て
も
次
表

の
と
お
り
変
更

し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
軽

自
動
車
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、

従
来
ど
お
り
ハ

ガ
キ
形
式
に
よ

る
口
座
振
替
済

通
知
書
（
継
続

検
査
用
納
税
証

明
書
付
）
を
送

付
し
ま
す
。

▼
口
座
振
替
済

通
知
書
の
記
載

内
容
を
変
更
し
ま
す
＝
個
人
情
報
の
保
護

の
観
点
か
ら
す
べ
て
の
市
税
に
つ
い
て
、

口
座
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
金
融

機
関
の
「
口
座
番
号
」
の
一
部
と
「
口
座

名
義
人
」
の
表
記
を
＊
印
に
よ
る
表
示
に

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
五
・
二

三
六
）
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税　　　　目 
口座振替済通知書の送付時期・回数 

市・府民税（普通徴収） 各納期限（口座振替日） 
の約２週間後に計４回 

同　　　上 同　　　上 
同　　　上 同　　　上 

同　　　上 同　　　上 

７月中旬頃に１回 変 更 な し  

変 更 な し  

６月中旬頃に１回 

６月中旬頃に１回のみ 

７月中旬頃に１回 

翌年２月中旬頃に１回 
平成18年度は翌平成19年２月中旬頃 

固定資産税・都市計画税 
固定資産税（償却資産分） 
市・府民税（普通徴収） 
固定資産税・都市計画税 
固定資産税（償却資産分） 
軽自動車税（前納一括納付のみ） 

変　更　前 変　更　後 

前
納
一
括
納
付 

期
別
納
付 

納
付
方
法 

固
定
資
産
評
価
審
査

申
出
制
度
に
つ
い
て

現
在
、
市
税
の
口
座
振
替（
自
動

払
込
）を
ご
利
用
の
皆
様
へ

市
税
の
納
付
に
は
安
心
・

便
利
な
口
座
振
替
を

▼
平
成
十
七
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

と
納
税
＝
三
月
十
五
日
貉

▼
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消
費
税

の
申
告
と
納
税
＝
三
月
三
十
一
日
貊

▼
申
告
所
得
税
の
振
替
納
税
＝
四
月
二
十

日
貅

▼
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
振
替
納
税
＝

四
月
二
十
七
日
貅

▼
確
定
申
告
書
の
提
出
＝
自
分
で
作
成
し

て
郵
送
す
る
の
が
便
利
で
す
※
な
お
、
申

告
書
「
控
」
が
必
要
な
方
は
切
手
を
貼
付

し
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

〒
五
九
八
・
八
五
〇
三
泉
佐
野
市
日
根
野

三
六
八
三
・
一
泉
佐
野
税
務
署
行

▼
確
定
申
告
書
の
作
成
＝
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
確
定
申
告
書
等
が
作
成
で
き
ま
す
（
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝h

ttp
://w

w
w
.

nta.go.jp

）

▼
還
付
金
の
受
取
＝
確
定
申
告
書
に
、
本

人
名
義
の
取
引
金
融
機
関
名
・
預
金
の
種

類
・
口
座
番
号
を
記
入
し
「
銀
行
口
座
振

込
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
注
意
＝
期
限
ま
で
に
、
義
務
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
確
定
申
告
書
の
提
出
や
納

税
を
し
な
い
、
ま
た
は
税
額
を
少
な
く
申

告
し
て
い
た
と
き
に
は
、
本
来
の
税
額
に

加
え
て
、
加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
消
費
税
の
届
出
＝
課
税
売
上
が
一
、
〇

〇
〇
万
円
を
超
え
た
方
は
、
そ
の
年
分
の

翌
々
年
に
消
費
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
ら
れ
た

方
は
、「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
速
や
か
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
日
々
の
記
帳
や
書
類

の
保
存
が
必
要
で
す
）

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
磆
３
４
７

１▼
申
告
受
付
期
間
＝
二
月
十
六
日
貅
〜
三

月
十
五
日
貉

▼
受
付
時
間
＝
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後

〇
時
四
十
五
分
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
土

日
は
除
く
）

▼
申
告
が
必
要
な
人
＝
▽
平
成
十
八
年
一

月
一
日
現
在
、
泉
南
市
に
住
所
が
あ
り
平

成
十
七
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た
人

▽
所
得
の
な
い
人
で
、
誰
の
扶
養
親
族
に

も
な
っ
て
い
な
い
人

▼
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
＝
▽
税
務

署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

▽
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
（
年
末
調
整
済
）
が
提

出
さ
れ
る
人

▼
注
意
＝
平
成
十
七
年
中
に
学
生
、
家
事

手
伝
い
、
病
気
療
養
等
で
無
職
、
無
収
入

で
あ
っ
た
人
も
所
得
証
明
や
非
課
税
証
明

の
発
行
に
必
要
で
す
の
で
、
申
告
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
申
告
は
郵
送
で
も
受
付
い
た
し

ま
す
。

▼
申
告
に
必
要
な
も
の
＝
次
の
と
お
り

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
市
民
税
係
（
内
線
二

五
一
・
二
三
八
）

笊
縦
覧
制
度

納
税
義
務
者
の
方
が
他
の
所
有
者
の
土

地
や
家
屋
と
比
較
し
て
、
価
格
（
評
価
額
）

が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
に
、
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
を
縦
覧
に
供
す
る
制
度
で
す
。
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
、
所
在
、
家
屋

番
号
、
建
築
年
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
四
月
三
日
豺
〜
五
月
三
十

一
日
貉
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半
（
土

日
祝
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
＝
市
役
所
課
税
課
固
定
資
産

税
係

▼
縦
覧
で
き
る
方
＝
泉
南
市
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す

▼
そ
の
他
＝
▽
印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す

笆
閲
覧
制
度

納
税
義
務
者
の
方
が
名
寄
帳
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
の
他
、
借
地
・
借
家
人
の
方
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間
＝
四
月
三
日
豺
以
降
の
午
前

九
時
〜
午
後
五
時
半（
土
日
祝
日
は
除
く
）

▼
閲
覧
場
所
＝
市
役
所
課
税
課
固
定
資
産

16

市・府民税申告用紙 

印鑑（みとめ印） 

給与所得の方 

公的年金等の方 公的年金等の源泉徴収票 

源泉徴収票・雇用主の支 
払証明書・給与明細書等 

事業主の方 

各種控除証明書類 

収入と経費のわかる帳簿等 

次表参照 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
十
八
年
度
市
民
税
・

府
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て



暮
ら
し
の
中
に
、
地
域
社
会
に
「
人
権
文
化
」
の
創

造
を
め
ざ
し
て
、『
あ
な
た
に
　
愛
が
　
語
れ
ま
す
か
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

「
差
別
す
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
（
仕
組
み
）
を
明
確
に
し
、
輝
い
て
生
き
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
人
権
を
見
つ
め
な
お

す
ヒ
ン
ト
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
三
月
二
十
六
日
豸
午
後
一
時
半
〜

▼
と
こ
ろ
＝
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
講
演
＝
テ
ー
マ
『
あ
な
た
に
　
愛
が
　
語
れ
ま
す
か
』

▼
講
師
＝
江
嶋
修
作

え
し
ま
し
ゅ
う
さ
く

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
横
浜
国
際
人
権

セ
ン
タ
ー
理
事
）

▼
手
話
通
訳
・
一
時
保
育
＝
あ
り
ま
す
。
一
時
保
育
の

対
象
は
一
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も
で
定
員
は
五
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
子
ど
も

の
名
前
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
保
険
料
五
〇
〇
円

を
添
え
て
、
三
月
二
十
日
豺
ま
で
に
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
作
品
展
示
（
識
字
教
室
、
生
花
教
室
の
生

徒
の
作
品
）
を
一
階
ロ
ビ
ー
に
て
開
催
し
ま
す

▽
と
き
＝
三
月
二
十
五
日
貍
、
二
十
六
日
豸
午
後
一
時

半
〜
五
時

▼
駐
車
場
＝
鳴
滝
第
二
小
学
校
校
庭
を
ご
利
用
く
だ
さ

い▼
問
合
せ
＝
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
九
・
一
六
・
二

薀
祟
６
４
４
７
蕭
祟
６
４
５
７

〜
知
ら
れ
ざ
る
古
都
の

花
と
仏
た
ち
〜

▼
と
き
＝
三
月
二
十
一
日
豢
午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

半
（
予
定
）

▼
行
程
＝
泉
南
市
役
所
〜
漢
國

か
ん
ご
う

神
社
・
林り
ん

神
社
〜
不
退
ふ
た
い

寺じ

〜
万
葉
荘
（
昼
食
）
〜
東
大
寺
二
月
堂
〜
辛
国

か
ら
く
に

神
社

〜
奈
良
町
散
策
〜
泉
南
市
役
所

▼
講
師
＝
伊
ヶ
崎
淑
彦

い
か
ざ
き
よ
し
ひ
こ

さ
ん
（
歴
史
案
内
人
）

▼
参
加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
昼
食
代
一
、
五
〇
〇
円
、

入
館
料
五
〇
〇
円
は
各
自
負
担
）

▼
定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
有
り

▼
申
込
み
＝
三
月
十
三
日
豺
（
必
着
）
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、「
人
権
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」、
手
話
通

訳
希
望
（
必
要
な
方
）
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

▼
問
合
せ
＝
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

泉
南
市
役
所
人
権
推
進
課
薀
祀
２
８
５
５
蕭
祗
０
０
７

５
／e-m

ail:jinken@
city.sennan.lg.jp

宅
地
建
物
取
引
等
の
場
で
、
同
和
地
区
で
あ
る
か
ど

う
か
を
尋
ね
た
り
、
同
和
地
区
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に

宅
地
建
物
を
購
入
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
差
別
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
・
障
害
の
あ
る
方
・
高
齢
者
・
女
性

な
ど
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
入
居
を
断
る
こ
と
も

差
別
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
差
別
を
な
く
す
た
め
、
大
阪
府
や
泉
南
市

で
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
界
と
と
も
に
、
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

住
ま
い
の
差
別
を
な
く
し
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
ま
ち
を
、
私
た
ち
み
ん
な
の
力
で
築
き
ま

し
ょ
う
。

▼
宅
地
建
物
取
引
に
関
す
る
人
権
問
題
の
問
合
せ
＝
大

阪
府
建
築
振
興
課
薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
㈹
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直通　薀 祀２８５５

人
権
も
花
も
愛
し
、
花
の
種
を
ま
く
古

都
の
早
春
の
地
を
さ
す
ら
い
な
が
ら
万
葉
人
が
愛

し
た
風
情
を
楽
し
み
、
知
ら
れ
ざ
る
奈
良
の
花
と

人
権
の
寺
を
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
女
性
相
談
」
は
、
平
成
九
年
に
開
設

し
て
以
来
、
多
数
の
方
に
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
の
年
代
は
、
二

十
代
か
ら
七
十
代
と
幅
広
く
、
そ
の
中
で

も
特
に
三
十
代
の
女
性
が
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
相
談
内
容
も
「
夫
婦
・
Ｄ
Ｖ
・

離
婚
・
親
子
・
こ
こ
ろ
の
悩
み
（
う
つ

症
）
・
生
き
方
・
身
体
・
経
済
的
問
題
」

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
こ
数
年
、

夫
婦
関
係
に
お
い
て
の
離
婚
・
Ｄ
Ｖ
や
こ

こ
ろ
の
悩
み
（
う
つ
症
）
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

女
性
の
悩
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
も

の
で
あ
っ
て
も
、
文
化
や
社
会
の
制
度
の

中
で
「
女
性
と
し
て
」
育
て
ら
れ
、「
女

性
と
し
て
」
扱
わ
れ
る
社
会
環
境
や
、
地

域
、
家
庭
な
ど
他
の
要
因
が
背
景
に
あ
る

と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
ま
す
。

人
間
関
係
に
お
い
て
、
女
性
は
「
よ
く

気
が
つ
い
て

人
の
世
話
を

喜
び
と
し
、

家
族
に
愛
情

を
注
ぐ
こ
と
」

を
期
待
さ
れ
、

自
分
の
怒
り

や
不
快
の
感

情
を
抑
え
る

よ
う
に
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、

相
手
の
気
持
ち
や
欲
求
を
汲
み
取
り
な
が

ら
自
分
の
感
情
を
抑
え
る
と
い
う
こ
と

が
、
自
分
自
身
に
向
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

奪
い
、
心
の
健
康
を
害
し
て
い
く
の
で
す
。

女
性
相
談
は
、
女
性
を
社
会
の
決
め
ら

れ
た
役
割
や
女
ら
し
さ
に
適
応
す
る
よ
う

に
援
助
す
る
の
で
は
な
く
、
本
人
の
持
つ

力
を
引
き
出
し
て
、
自
分
で
問
題
解
決
が

で
き
る
よ
う
な
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
。

相
談
に
は
、「
女
性
の
悩
み
の
生
ず
る

し
く
み
」
に
つ
い
て
専
門
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
し
ま

す
。自

分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
し
な
が

ら
、
い
ま
困
っ
て
い
る
こ
と
と
向
き
合
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
自
分
を
責
め
る
だ
け
で

は
な
く
、
不
安
の
対
象
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

理
由
を
考
え
て
い
き
、
そ
の
心
の
動
き
に

つ
き
合
っ
て
い
く
。
少
し
時
間
が
か
か
る

け
れ
ど
、
自
分
に
力
を
つ
け
る
た
め
に
踏

み
と
ど
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か
・
・
・
。
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（
参
考
文
献
「
女
性
の
た
め
の
相
談
事
業

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
大
阪
府
立
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
　
サ
ポ
ー
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル

ー
ム
編
）

▼
相
談
日
時
＝
平
成
十
八
年
度
女
性
相
談

実
施
日
は
次
の
日
程
表
を
参
照
く
だ
さ
い

①
第
一
金
曜
日
／
午
後
一
時
〜
四
時

②
第
二
水
曜
日
／
午
後
六
時
〜
九
時

③
第
四
金
曜
日
／
午
後
一
時
〜
四
時

▼
相
談
場
所
＝
①
③
は
泉
南
市
水
道
庁

舎
・
人
権
推
進
部
相
談
室
②
は
樽
井
公
民

館
三
階
控
え
室

▼
相
談
員
＝
阿
古
安
子

あ
こ
や
す
こ

さ
ん
（
ウ
ィ
メ
ン

ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
申
込
み
＝
電
話
で
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い

▼
そ
の
他
＝
相
談
時
間
は
一
人
に
つ
き
約

一
時
間
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画

係
（
内
線
二
七
〇
）
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女
性
相
談
は
あ
な
た
の 

　
　
　
　
生
き
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す 

実施月 
４月 
５月 
６月 
７月 
８月 
９月 
10月 
11月 
12月 
１月 
２月 
３月 

７日貊 １２日貉 ２８日貊 
１２日貊 １０日貉 ２６日貊 
２日貊 １４日貉 ２３日貊 
７日貊 １２日貉 ２８日貊 
４日貊 ９日貉 ２５日貊 
１日貊 １３日貉 ２２日貊 
６日貊 １１日貉 ２７日貊 
２日貅 ８日貉 ２４日貊 
１日貊 １３日貉 ２２日貊 
５日貊 １１日貅 ２６日貊 
２日貊 １５日貅 ２３日貊 
２日貊 １４日貉 ２３日貊 

第１金曜日 第２水曜日 第４金曜日 
実施場所 人権推進部 樽井公民館 人権推進部 

太字は変則日程 



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００６.３） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

３月１日貉 平成17年10月生 
４月５日貉 平成17年11月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防接種 
（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

３月22日貉 
午後０時半～１時半 平成16年８月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

３月８日貉 
午後０時半～１時10分 平成14年８月生 

３月23日貅 
午後０時45分 
　～１時35分 

平成15年８月生 

歯みがき教室 ３月23日貅 
午後１時～１時20分 

平成15年７月生 
平成16年７月生 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

ＢＣＧ予防接種 ３月１日貉 
午後２時～３時 

生後３か月～６か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

３月９日貅ラリーズ泉南店 
午前１０時～正午、午後１時～４時半 

大阪府下の当日と翌日の献血場所は薀0120- 
524133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会薀82-7615

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

４月7日貊、10日豺、17日豺、 
24日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

４月24日豺 
午後１時～３時 

３月７日貂 
３月28日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。平成１８年度から 
内容を一部変更します。詳細は問合せください。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ３月24日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ３月24日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。予約不要 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、コップ。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 
ブラッシング指導。予約不要。 
携行品は、母子手帳、歯ブラシ、コップ、お茶、筆記用具。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1火曜日 
▼東信達老人集会場第2・4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 直接申し込んでください。 
生後12か月～７歳６か月未満。今年度中に済ませてください。 
麻しん接種後４週間以上あけて風しんを接種します。 

（２歳６か月児歯科健康診査・親子教室） 

平成１７年１１月３０日をもって、本年度の医療機関での健診は終了しました。 
なお、平成１８年度（平成１８年４月以降）については、４月に発行する年間行 
事予定表にてご確認ください。 
▼問合せ＝保健センター 
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〜
一
緒
に
考
え
よ
う
！

親
子
の
き
ず
な
〜

妊
娠
中
の
今
、
新
し
い
家
族

を
迎
え
た
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
三
月
十
二
日
豸
午
前

十
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
・
講
師
＝
①
講
義
「
家

族
の
か
た
ち
、
子
育
て
に
つ
い

て
」
・
前
川
登
代
美

ま
え
が
わ
と
よ
み

さ
ん
（
発

達
相
談
員
）
②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
③
沐
浴
実
習

▼
対
象
＝
妊
婦
と
そ
の
夫
（
お

一
人
で
の
参
加
も
可
能
で
す
）

▼
定
員
＝
四
十
名

▼
費
用
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

▼
主
催
＝
泉
南
市
地
域
家
庭
教

育
推
進
協
議
会

▼
申
込
み
＝
三
月
九
日
貅
ま
で

に
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の

対
象
年
齢
が
次
の
と
お
り
に
な

り
ま
す
。

▼
第
一
期
＝
生
後
十
二
か
月
〜

二
歳
未
満

▼
第
二
期
＝
五
歳
〜
七
歳
未
満

で
、
小
学
校
に
入
る
一
年
前
か

ら
前
日
ま
で
の
児
童

▽
第
一
期
・
第
二
期
と
も
麻
し

ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

各
一
回
接
種
。
お
子
さ
ん
の
お

誕
生
日
に
よ
っ
て
次
の
と
お
り

受
け
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

▽
平
成
十
年
十
月
二
日
生
ま
れ

〜
平
成
十
六
年
四
月
一
日
生
ま

れ
＝
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
は
今

年
度
中
に
両
方
の
接
種
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い

▽
平
成
十
六
年
四
月
二
日
生
ま

れ
〜
平
成
十
七
年
四
月
一
日
生

ま
れ
＝
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
は

今
年
度
中
に
両
方
の
接
種
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ど

ち
ら
も
受
け
て
お
ら
ず
、
ど
ち

ら
も
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
場

合
に
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一

日
以
降
、
二
歳
に
な
る
前
日
ま

で
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
で
き
ま
す
が
、
感

染
を
予
防
す
る
た
め
に
早
め
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
十
七
年
四
月
二
日
生
ま

れ
〜
＝
平
成
十
八
年
四
月
一
日

以
降
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
一
歳
に
な
っ
た
ら
な
る
べ

く
早
く
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
三
月
七
日
貂
、
二
十

八
日
貂
午
後
一
時
半
〜
二
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
十
一
歳
以
上
十
三
歳

未
満
（
第
二
期
）
で
、
ま
だ
受

け
て
い
な
い
方

▼
携
行
品
＝
母
子
手
帳
、
筆
記

用
具

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

現
在
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
よ
っ
て
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ

（
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）
が
起

き
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い

の
で
、
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
が
で

き
る
ま
で
接
種
を
見
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

日
本
脳
炎
の
流
行
地
へ
渡
航

す
る
な
ど
の
理
由
で
、
本
人
ま

た
は
保
護
者
が
希
望
さ
れ
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

の
予
防
接
種

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予

防
接
種
は
今
年
度
中
に

子
育
て
講
座
「
プ
レ
ま

ま
　
プ
レ
ぱ
ぱ
教
室
」

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

実
施
を
見
合
わ
せ
ま
す

▼費用＝▽注射料金２，６５０円▽注射済票

交付手数料５５０円▽登録手数料３，０００

円（平成７年４月以降に登録をされた方は不

要です）

▼携行品＝注射済票交付手数料領収書用紙

（事前に郵送します）

▼その他＝▽死亡・変更の受付、鑑札の再交

付も行います▽開始時間が遅れる場合があり

ます▽雨天等で中止になる場合があります

▼問合せ＝保健センター

4月4日貂 

月　日 時　間 場　所 月　日 時　間 場　所 

10:00～10:45

11:00～11:30

13:30～14:00

14:15～14:45

15:00～15:20

男里老人集会場 

馬場老人集会場 

幡代老人集会場 

岡中朝日山住宅入口 

4月5日貉 

10:00～10:45

11:00～11:40

13:30～14:30

浜区民センター 

樽井小学校正門前 

樽井公民館 

岡中老人集会場 

10:00～10:30

4月6日貅 
10:45～11:30

13:30～14:30

14:45～15:15

渚団地公園 

西信達公民館 

4月7日貊 
10:00～10:30

10:45～11:30

兎田老人集会場 

東和苑公園前 

マーブルコースト２号公園 

人権ふれあいセンター 

4月7日貊 
13:30～14:50

15:00～15:40

10:00～10:35

10:45～11:15

11:30～11:45

新家公民館 

新家幸徳大橋北側 

大苗代老人集会場 

市場敬老会館 

4月10日豺 
13:30～14:00

14:15～14:30

14:45～15:15

図書館駐輪場 

十二本松遙拝所 

信達公民館 

市場大発団地公園 

9:45～10:00

4月11日貂 
10:20～11:30

13:30～15:00

15:10～15:45

新家八幡山団地入口 

砂川集会場 

4月16日豸 10:00～12:00 保健センター 

府警団地集会場 

東信達（金熊寺）老人集会場 

※犬は十分に制御できる方がお連れください 



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）
※放送時間が４月から変更となっています。
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

３月１日貉 
　　～ 
３月１４日貂 

３月１５日貉 
　　～ 
３月３１日貊 

今日、問題になりつつある乳幼児期 
の食事について、ペープサートや体 
操、講演といった保育所での食育の 
取り組みを紹介します。 

去年１０月に開設されたファミリー 
サポートセンターでの実際の地域相 
互援助による子育て支援活動の様子 
を紹介します。 

野菜と 
なかよし 
元気っ子 
ファミリー 
サポート 
センターの 
活動紹介 

10

子どもの安心安全
CAP大人のワークショップ

日射しが暖かさを伝えてくれない冬本番の日和に、
長慶寺境内で、もちなげが行われました。梅雨の季
節には色とりどりのあじさいで、穏やかに私たちの
目を楽しませてくれる長慶寺ですが、この日は少し
様子が異なりました。家内安全や開運厄除を祈願し
た護摩木が炎に次々とくべられていく荘厳な護摩祈
祷の後に行われたもちなげでは、投げられるのが生
のお餅とあって、皆さん地面に落とさないように必
死に袋を広げ、手を大きく伸ばし上手く受け取られ
ていました。このような地域密着の風習を後世にも
伝えていきたいものです。 （２月５日）

護摩祈祷・もちなげ
長慶寺
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Child Assault Prevention（子ども あらゆる暴力 防止）の頭文字をつなげてCAP。子育て力UPをはかる事を目
的に保護者対象の講習会が新家南幼稚園で開催されました。講師の堺CAPの皆さんにより、実際に子どもたちに
提供するプログラムとして、子どもの権利や不審者対応の人形劇を保護者に体験してもらい子どもと保護者双方
の目線で考えることの重要性、子ども同士・親子様々なケースにより生じる力関係が生みだす暴力の存在、その
対処として相手の気持ちに添ってあげることの大切さと、内的抑圧から解放し本来の子どもの力を取り戻させる
問題解決力向上など広い範囲においてお話しいただきました。 （２月８日）

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
次
の

と
お
り
救
命
講
習
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
平
成
十
六
年
か
ら
一
般
の

方
で
も
一
定
の
条
件
が
揃
え
ば
、

心
肺
停
止
患
者
に
対
し
て
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
用

い
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
処
置
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
講
習
で
は
、
こ
の
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
使
用
し

た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
方
法
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
を
組
み

合
わ
せ
た
心
肺
蘇
生
法
、
大
出
血

時
の
止
血
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。
▼
と
き
＝
四
月
二
十
三
日

豸
午
前
九
時
半
〜
十
二
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
消
防
本
部

▼
定
員
＝
十
五
名
（
申
込
順
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
で
泉

南
市
消
防
署
救
急
係
薀
祕
０
１
１

９
へ

救
命
講
習
受
講
生
募
集
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【団体の部】
▼卓球（一般男子＝Ａチーム、同女子＝Ａチーム）▼
ソフトボール（一般男子＝レジェンド、同女子＝オー
ルオオサカ、壮年男子＝奇勝

きしょう

）▼ゲートボール（一
般＝兎月

とげつ

）▼バレーボール（一般女子＝てまりＢ、学
童＝レッド・ウィング）▼バドミントン（一般＝エン
ジョイクラブ）▼バスケットボール（中学男子＝泉南
中学校、同女子＝信達中学校）▼少林寺拳法（演武高
学年＝一丘道院

いちおかどういん

、同低学年＝西信達）▼軟式野球（一
般Ａ級＝泉南市役所、同Ｂ級＝Ⅱ、同Ｃ級＝バンドー
化学、中学男子＝一丘中学校、学童＝樽井ファミリー
ズ、ジュニア＝樽井ファミリーズ）▼サッカー（一
般＝エヌイズム、小学5.6年＝キングＪレーガー、同
3.4年＝キングマグロ、同1.2年＝ファイヤードラゴン、
中学男子＝一丘中学校）

【個人の部】
▼ソフトテニス（学童＝橋本真由子

はしもとまゆこ

・岡本亜美
おかもとあみ

、同初
心者＝大西咲瑛子

おおにしさえこ

・ 湊
みなと

ゆかり、一般男子＝川本文敏
かわもとふみとし

・
大谷雅彦
おおたにまさひこ

、壮年＝渡邊勝治
わたなべかつじ

・新田和美
にったかずみ

、一般女子Ａ＝
向真友美
むかいまゆみ

・向良子
むかいよしこ

）▼テニス（一般男子Ｄ＝伊田満
いだみつる

・
吉成現
よしなりあきら

、同女子Ｄ＝上山澄子
うえやますみこ

・植田文代
うえだふみよ

、同男子Ｓ＝
三木勉
みきつとむ

）▼卓球（一般男子＝稲谷茂雄
いなたにしげお

、同女子＝下薗
しもぞの

優貴
ゆうき

、ベテランの部男子＝上野政雄
うえのまさお

、同女子＝森田
もりた

フ
ミ子）▼トランポリン（幼児の部年中＝松尾昌彦

まつおまさひこ

、同
年長＝木下海斗

きのしたかいと

、個人1年生＝有馬
ありま

たかね、同2年生＝
廣瀬拓武
ひろせたくむ

、同3年生＝岩本朱莉
いわもとあかり

、同4年生＝有馬
ありま

みさき、
同5年生以上＝川崎佳恵

かわさきよしえ

、シンクロＡ＝松村佳奈
まつむらかな

・
石垣春陽
いしがきはるひ

、同Ｂ＝結城亜衣
ゆうきあい

・岡本梨紗
おかもとりさ

）▼剣道（小学
4年生以下＝山本知弘

やまもとともひろ

、同5.6年生＝昆沙賀一隆
びさかかずたか

、中学
男子＝田中智也

たなかともや

、同女子＝豊浦春子
とようらはるこ

、高校一般＝
添田啓介
そえだけいすけ

）▼グランドゴルフ（個人の部＝宮谷勉
みやたにつとむ

）▼
少林寺（小学低学年白～黄帯＝美野甫

みのはじめ

・水野裕文
みずのひろふみ

、同
緑帯＝奥田祐矢

おくだゆうや

・山田脩人
やまだしゅうと

、同高学年白帯～緑帯＝
井上駿
いのうえしゅん

・ 石飛修
いしとびしゅう

、同低学年茶帯＝南拓弥
みなみたくや

・奥野航基
おくのこうき

、
小学生女子＝美野

みの

さつき・高木沙羅
たかぎさら

、小学高学年茶帯
以上＝石上雄一郎

いしがみゆういちろう

・上田隆平
うえだりゅうへい

、中学生有段＝
浅井正道
あさいまさみち

・川口大毅
かわぐちだいき

、中学生段外＝奈須将志
なすまさし

・
前田将輝
まえだまさき

、単独演武低学年＝美野甫
みのはじめ

、同中学年＝美野
みの

さつき、同高学年＝ 石飛修
いしとびしゅう

）▼柔道（幼児の部＝
伊藤天
いとうてん

、小学1年生＝寺田宇多菜
てらだうたな

、同2年生＝菅根陸
すがねりく

、
同3年生＝文野和樹

ぶんのかずき

、同4年生＝寺田健人
てらだけんと

、同5年生＝
七野和人
しちのかずと

、同6年生＝明石将幸
あかしまさゆき

、中学1年＝神藤
しんどう

ひかる、
同2年＝橋本隆毅

はしもとりゅうき

、一般段外＝橋本政也
はしもとまさや

、同初段＝安
やす

井典
いのり

、同弐段＝山崎将太
やまざきしょうた

）
（敬称略）

第35回泉南市総合体育大会の各種目別
優勝者（チーム・個人）

昨
年
十
二
月
末
、
市
内
で
ご
み

収
集
時
に
清
掃
車
の
中
の
ご
み
が

燃
え
出
す
火
事
が
あ
り
ま
し
た
。

火
災
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
粗
大
ご

み
と
一
緒
に
出
さ
れ
た
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
中
に
残

っ
て
い
た
ガ
ス
が
発
火
し
、
ご
み

に
燃
え
移
っ
た
と
い
う
も
の
で
し

た
。カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
は
使
い

切
っ
て
も
少
量
残
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
、
ご
み
と
一
緒
に
出
し
た

場
合
、
こ
の
よ
う
な
火
災
や
爆
発

事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

泉
南
市
で
は
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス

プ
レ
ー
缶
な
ど
を
不
燃
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
電
話

で
申
込
み
い
た
だ
き
収
集
を
行
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
の
中
身
を
最
後
ま
で
使
い

切
り
、
屋
外
の
安
全
な
と
こ
ろ
で

容
器
に
穴
を
あ
け
ガ
ス
抜
き
を
行

っ
て
か
ら
、
清
掃
課
ま
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７

５▼
泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝http://w

w
w
.

city.sennan.osaka.jp/̃sensyou
/

一
度
ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い

ご
み
収
集
中
に
火
災
が
発
生
邇



▼

○

○

広
報
せ
ん
な
ん
３
月
号
（
N
o.489）

平
成
１
８
年
３
月
１
日
発
行
　
編
集
と
発
行
　
泉
南
市
役
所
情
報
管
理
課
 

〒
590 －

0592　
泉
南
市
樽
井
一
丁
目
１
番
１
号
（
薀
83－0001／

蕭
83－0325）

h
ttp
://w

w
w
.city
.sen
n
an
.osak

a.jp
/

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
 

昭和２０年代に使用されていた、うなぎを

つかまえる道具です。代々伝わる日本刀を作

りかえたもので、切れ味抜群の自慢の品。

ため池の水が引いた冬、池底の泥の中に隠

れるうなぎを先端に付いた鉤
かぎ

で引っかけて捕

まえます。うなぎの隠れ家の目印は、池底に

開いたふたつの穴。その間を狙うのがコツだ

そうです。

今では食用の「まうなぎ」もすっかりいな

くなり、この道具の出番もなくなりました。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。
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